









































































































































to Wales /Croeso i Gymru' と併記された看板が
必ずある。母国語としてのウェイルズ語話者も北
部を中心に少なからず存在し、中には英語を全く
解さない者もいて、我々日本人にとっては信じが
たいことだが「英語をまったく話せない英国人」
というのも確かに存在するのだ。アングロ・サク
ソン人の国であるイングランドに対してスコット
ランドとウェイルズ、そして隣の島アイルランド
はケルト人の国であり、それぞれにイングランド
とはまったく異なった文化を持つ。
　小学校時代音楽の時間に「ロッホ･ローモンド」
というスコットランド民謡を習った記憶がある人
も多かろう。この歌はイングランドで投獄された
スコットランド人兵士が処刑される前夜に故郷の
湖を思って書いたものと言われている。湖の名前
は「ロウモンド」で、「ロッホ」は「湖」を意味す
るスコットランド語である。従って有名な「ネス
湖」は現地では「ロッホ･ネス」と呼ばれる。
「ロッホ」は'loch'と綴り、「ホ」は英語にはない
子音であるため（発音記号では'x'で表される）、イ
ングランド人やアメリカ人などは通常「ロック」
と発音する。スコットランドは湖が多い国なので、
この単語はロッホインヴァー、ロッホナガー、ピ
トロッホリーなど多くの地名に見られる。
　ロッホインヴァーの「インヴァー」は「河口」
を意味するスコットランド語である。イングラン
ドで言うポーツマス、プリマスの「マス」である。但
しインヴァーの場合は語頭に来ることが多く、ネ
ス川の河口の街はインヴァーネス、エスク川の河
口にはインヴァーレスクがある。アバディーンの
「アバ」もまた河口を意味し、この街は実際ディー
川が北海に注ぐ河口に位置しているが、実際地名
の語源となったのはこの川ではなく近くを流れる
ドン川である。何故なら旧市街である「オウルド･
アバディーン」はドン川の河口に近いところにあ
る。グレンフィナン、グレンリー、グレンコウな
どの「グレン」は「渓谷」を意味し、この 'glen' 
は 'loch' とともにスコットランド方言として英語
の中に生き残っている。「グレン」よりも広い「渓
谷」を意味する「ストラス」(strath)も方言とし
て世き残っているばかりでなくストラスヘイヴン、
ストラスクライドなど多くの地名を形成している。
　ベン･モア、ベン･ネヴィスなどの「ベン」は
「山」「頂上」を意味する。ベン･ネヴィスはスコッ
トランドで一番高い山であり、ブリテン島全体で
もこれが最大の標高を誇ることになっているが、
それでもわずか1344mだ。一方「ダン」は「要塞」
を表し、ダンディーは「デイグ（人名）の砦」、ダ
ンバーは「丘の上の砦」、ダンケルドは「カレドニ
ア人の要塞」を意味する。カレドニアは言うまで
もなくスコットランドの古名である。「教会」を表
わす英語 'church' はスコットランド万言では
